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本発表では、「機能範疇パラメータ化の仮説」（Functional Parametrization Hypothesis: Fukui 1988, 1990, 1995 他）の一部で

ある、「機能範疇における一致素性の有無が、言語間のパラメトリックな差異をもたらす」という主張を支持することを目

指す。いくつかのケーススタディと比較統辞論の観点からの議論により、日本語にはレキシコンの中に[uφ]（不与値の人

称、数、性（φ）素性）が存在しないことを示す。 

 前半では、言語理論の中で「機能範疇パラメータ化の仮説」がどのように登場したのかを確認し、人間言語の研究に関

するさまざまなアプローチ（言語獲得と言語障害）の代表的な先行研究について検討をする。そして、語彙範疇とは対照

的に、機能範疇にパラメトリックな差異が存在することは自然であると主張する。さらに、機能範疇に載っている一致素

性も差異の対象となることは自然なことであると主張する。これは、言語間のバリエーションが PF インターフェイスに

のみ起因するという、強い意味での「外在化仮説」（Externalization Hypothesis: Boeckx 2016 他）とは相容れない。 

 次に Chomsky (2013)の枠組みにおいて、日本語のよく知られた、一見ラベル付けできないように見えるいくつかの構文

が、問題なくラベル付けされる方法について、分析を提案する。本提案の下で Chomsky (2013)の{XP, YP}問題を解決する

ことで、日本語の一般的な文、多重主格／属格構文、（多重）かきまぜ構文が、すべてラベル付けの問題なしに派生できる

ことを示す。さらに、[uφ]を持つ言語である英語では、これらの構文を派生することができないことを説明する。 

 後半では、動詞-目的語の φ 素性一致が存在する言語において、生産的な語彙的複合動詞が派生できないという一般化を

提案する。そして、英語をはじめとする動詞-目的語の φ素性一致が存在するいくつかの言語において、なぜ生産的な語彙

的複合動詞が存在しないのかを形態統辞論的に分析する。日本語、韓国語、モンゴル語などでは[uφ]がないため、語彙的

複合動詞が豊かに存在する。一方、英語やドイツ語のように目的語-動詞の φ素性一致がある言語では、このような複合語

は観察されない。さらに、φ-agreement を持たない日本語では、格素性がどのように認可されるのかについて論じる。 

 次に、「日本語に φ一致現象が存在する」と主張する先行研究に関する、広範な議論を行う。5 つの主張について丁寧に

検討し、その後、それぞれに対して反論を行う。日本語には φ一致現象の実質的な証拠がほとんどないことを示し、日本

語には[uφ]がないという主張をさらに支持する。 

 全体として、日本語には語彙の中に[uφ]がないこと、そしてレキシコンの中の一致素性の有無が、本発表において探求

するいくつかのパラメトリックな差異をもたらすことを主張する。本発表は、全体として「外在化仮説」に対する反論を

提供することになる。 
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